



































象園児数 160 名）。 




































































教 室 名：『楽しく作ろう!!みんなで食べよう』 
開催日時：平成 20 年 11 月 8 日 10 時より 13 時まで 
場  所：短期大学部 西校舎 第 1、第 2調理室 
対  象：幼稚園児及び保育園児と保護者 
     （高田小学校区内） 
参 加 者：園児 27 名、保護者 24 名 
   （当日欠席者：園児 3名、保護者 3 名） 
内  容：（園 児）スイートポテト 
          きな粉だんご 
          キャベツのジュージュー焼き 
     （保護者）お好み焼き風オムレツ 
          ミンチカツ 
          りんごのツナマヨサラダ 




























［日  時］ 平成２０年１１月 ８日（土） １０時～１３時 
［場  所］ 愛知みずほ大学短期大学部 西校舎 調理室 
   ［対  象］ 幼稚園児および保育園児（３～５歳）と、その保護者 
［募集人員］ 園児３０名 保護者３０名 
［募集期間］ 平成２０年９月１日（月）～９月３０日（火） 
          定員になりしだい締め切ります。 
   ［申込方法］ 
         ・参加ご希望の方は、電話でお申し込みください。 
















 [申 込 先]       
         愛知みずほ大学短期大学部  
         ℡（052）882-1815（担当 澤内） 
         〒467-0867 名古屋市瑞穂区春敲町 2-13 
[持 ち 物] 
         保護者用エプロン・三角巾 








子どもの朝食摂取状況は毎日食べる 23 名（96％）、 
食べる日のほうが多い 1名（4％）であった。また、子
どもは主に誰と朝食を食べるか（複数回答）について
は、親 23 名、兄弟 16 名であり、朝食に子どもが食べ
る主食は米飯 14 名（58％）、パン 10 名（42％）であっ
た。 
回答にバラツキがみられたものは、朝食を食べるの 
にかける時間であり、20 分 9 名、15 分 8 名、30 分 3
名、10 分 2 名、25・45 分各 1 名、5 分 0 名であった。 
また食生活については、子どもの食べ物に好き嫌い 











想が得られた。   
① 今回の料理教室に参加した感想 
・参加してよかった（全員） 
その理由として、子どもと接して楽しかった、貴重 
な体験ができたなどがあった。 
② 園児を指導するに当たり、気を配ったこと 
・みんなに明るく声を掛けること 
・ケガをさせないこと 
・園児が年齢的にどれくらいのことができるか分から
ず、様子を見ながら手伝った。 
・平等に接し、全員が参加できるようにすること 
③こういった社会貢献活動へ参加することについて 
・今までは意識していなかったが、これからは機会が 
あればなるべく参加していきたい。 
・人とのふれあいや自分の視野を広げる機会になるの
で、自主的に参加していきたい。 
・学生生活やアルバイトとは違う経験ができたので、
これからもできることがあったら参加したい。 
以上のことから、料理教室は学生にとってもいい社 
会勉強の場になったようであり、これが社会貢献活動
に積極的に参加するきっかけになればいいと考えてい
る。 
 
５ まとめ 
近年、大学等が地域社会に対して実施する教育活動 
が広がっており、本学でも毎年公開講座を開催してい
る。特に、今回実施したような、食育を目的とした教
育活動は社会的にも求められており本事業が設定した
目的についても目指す到達点に達することができた。
今後も本学の特色を活かしながら地域に向けて実施し
ていきたいと考えている。 
  
  
図４ 料理教室風景 
資料 
120 
 
